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ブ ドウ `ノ ースレッ ド'′ `ノ ースプラック'の苗木養成法

第 2報 移植後の生育と花穂形成
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せた挿し穂を 5月 10日に肥料袋に移植した。

2)育苗場所 :雨 よけハウス
3)肥料袋の培土,潅水処理は試験 1に準ずる。
4)処理区の構成

処理区 生 育 促 進 処 理

①  尿素 3gを 2週間に1回施肥 (9月 まで)
②  尿素 6gを 2週間に1回施肥 (9月 まで)
③  尿素 9gを 2週間に1回施肥 (9月 まで)
④  無処理

1 は じ め に

ポット苗はほ場に移植する際,根を痛めることが少ない

ので,移植当年から結実させることができ,密植栽培によ

り早期に成園並の生産量を上げていくことも可能である。

そこで1995年より,`ノ ースレッド,`ノ ースプラック'

の花穂の着生した挿し木自根苗を簡便に自家生産するため,

挿し穂を数種の挿し木床で発根させた後,ポ ット0日屯⊃
に移植して苗木を養成する方法について検討している。

前報 (1997年)では,挿 し穂の発根促進のための IBA
濃度と挿し木床の種類について検討した結果を報告した。

本報では発根させた挿し穂を152の育苗ポット (肥料袋)
に移植し,追肥方法が生育に及ぼす影響について検討した。
また同様に,ガラス室と露地で異なる追肥方法で育成 した
ボット苗について,翌年の花穂着生状況を調査した結果を

報告する。

2試 験 方 法

(1)試験 1 施肥間隔と生育
1)移植時期 :1995年 4月 下旬にロックウール5cl角
プロックで繁殖させた挿し穂を6月 10日 に肥料袋に移植した。

また1996年は発根させた挿じ穂を5月 10日 に,1997年は 6

月15日に移植した。

2)育苗場所 :露地
3)肥料袋の培土 :容量152にバーク堆肥を25%混ぜ
た黒ボク土を入れ,挿 し穂を移植後,なたね油かす50gを
表面施用した。

4)潅水処理 :移植時から3日間は毎日2′程疲行い,
その後随時行った。

5)施肥方法 :尿素を水152に溶かして施用した。
6)処理区の構成

処理区 生 育 促 進 処 理
尿素 (3g)を 2週間に 1回施肥 (9月 まで)
尿素 (3g)を 1カ 月に 1回施肥 (9月 まで)
無処理

7)調査項目 :移植後より新しょう長,展葉枚数を約
1カ 月ごとに調査した。

2)試験 2 施肥量と生育
1)移植時期 :1996年 4月上旬に挿し木を行い発根さ

5)調査項目 :移植後より新しょう長,展葉枚数を約
1カ 月ごとに調査した。

0)試験3 育苗場所と翌年の花穂着生
1)移植時期 :1995年 4月下旬にロックラールと黒ボ
ク土を入れた育苗ポット (直径 9m)で挿し木を行い発根
させた挿し穂を6月 10日に肥料袋に移植した。

2)育苗場所 露地,ガ ラス室
3)処理区の構成

②  育苗ポット  尿素(3
③   ロックウール 尿素(3
④   ロックウール 無処理
注 露地は②区がなし,育苗ポットは直径 9側のポット
に黒ボク土を入れて供試。施肥は9月 まで処理。

4)肥料袋の培土,潅水処理は試験 1に準ずる。
5)調査項目 :1996年の新しょう伸長期に発芽率,新
しょうの花穂数を調査した。

3 試験結果及び考察

(1)試験 1 施肥間隔と生育
発根した挿し穂を肥料袋に移植した後の `ノ ースレッド'

の新しょうの生育程度は,尿素 3gを 2週間に 1回施肥 し
た区の生育が良好で,葉色も濃く生育の揃いも良かった。
無処理区は葉色が淡く,落葉も早い傾向であった (図 1)。

また1995～1997年の3カ年の試験で尿素 3gを 2週間に
1回施肥した区の伸長状況から,ボ ットに移植後 1カ 月間
の気温等の条件で,生育差がつくことが認められた (図 2)。

特に1996年は移植時期を 1カ 月早め,5月 10日 としたが ,

g)を 2週間に 1回施肥
g)を 1カ 月に1回施肥

①
②

③

ロックワール
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表 1 施肥方法が翌年の花穂着生に及ぼす効果
(品種 ノースレッド)

醐鶏  処 理 区  発郷 鮮露
生
花芽率'1鯨

‖よ

:

図1 露地における新しょう長の推移 (品種 ノースレッド)
注 英小数字はダンカンの多重検定により異符号間で5%水準で有意

図2 尿素3 gttlE区の新しょう長の推移 (1995年 品種ノースレッド)

移植後10日間程平均気温で10℃以下の日が続いたため初期

生育が劣り,その後ある程度天候が回復したものの最終的

には伸長量が劣っていた。これらのことから発根させた挿

し穂をポットに移植する際には,地温や気温を十分確保で

きる時期とすると共に保温対策等の配慮も必要と思われた。

2)試験 2 施肥量と生育
1996年の低温年における `ノ ースレッド'の施肥量によ

る生育差は少なく,生育初期の気温の影響が施肥量よりも

大きいものと思われた。しかし施肥の影響は葉色に現れ ,

無処理区の葉色は明らかに淡く葉面積も小さく,落葉も早

かった (図省略)。 また ノースプラック'で は尿素 3,
6g区で生育に差は少ないものの,葉色が無処理区より濃
い傾向であった (図省略)。 以上より両品種とも施肥量は

3～ 6gで良いものと思われた。
3)試験 3 育苗場所と翌年の花穂着生
1995年にガラス室及び露地で育苗 し,1996年 の新 しょう

伸長期に花穂の着生状況を調査したところ,`ノ ースレッ

ド'では花穂着生個体率が,ガラス室で30～80%,露地で
90～llXl%で ,露地の方が花穂着生個体率が高かった (表

1)。 また両育苗場所において尿素を施肥 した区の花穂着

生個体率や花芽率が高い傾向であった。個体あたりの花穂

数は露地で尿素 3gを 2週間に1回湖 巴する区力撮 も多かっ
た。また花穂の形成は休眠枝の基部から6～ 7芽以降の主

芽にみられていた。

休眠枝長と翌年の花穂着生新しょう数との間には,露地

育苗においては,一定の傾向は認められないものの,尿素

%  %  %
0尿素(38)を 2週間に1回施巳 789   80  196  44  1 1
0Л凍(3Jを ,珊に1回鯛'768  30 28 09 14
0尿素(38)を 1カ月に1回施肥 880    60  199   6 1   1 2
C悧理      917  44 66 10 10
0尿素(38)を 2週間に1回施肥 840   100  395  13 5
0尿素(38)を 1'月に1回施肥 903   100  330   77
0無処理            94 1    90  31 3   72
X):主芽の花穂着生新しょう数/全芽
y):育苗ポット(直径9 all)で挿し木繁殖した個体を移植

図3 休眠技長と花穂着生新しょう数の関係 (露地品種 ノースレッド)

3gを 2週間に 1回施肥した区はm個以上の花穂着生新しょ
う数の個体割合が多かった (図 3)。 ガラス室では休眠枝

長が2m以上ある個体もみられたが,必ずしも伸長量に伴
い花穂数が多くなるわけではなく,全般に花穂が着生 しな

い個体が多くみられた。また花穂着生新しょう数が多いの

は尿素を 1カ 月に 1回施肥する区であったが,個体間のバ

ラツキが大きい傾向であった (図省略)。

4 ま  と  め

ブドウ `ノ ースレッド,`ノ ースプラック'の ポット

(肥料袋)を用いた自根苗を育成するため,挿 し木床で発

根させた挿し穂を15′ の育苗ボット (肥料袋)に移植し,
追肥方法が生育に及ぼす影響を検討した。またガラス室と

露地で異なる追肥方法で育苗したポット苗 (挿 し木自根D
の翌年の花穂着生状況について検討し以下の結果を得た。

(1)ボ ット (肥料袋)での施肥管理は両品種とも2週間
に 1回 3～ 6gの尿素施肥で良 く, ノースレッド'では
低温年を除き,100～ 140cl程度の伸長量となり,葉色も濃
い傾向であった。

12)挿 じ穂の移植後に気温が低い条件の年には,施肥量
の影響は少なく,初期生育を促進するため地温や気温を確

保する必要があった。

6)露地育苗でのポット苗 (挿 し木自根苗)の花穂の着
生は,2週間に 1回 38の施肥を行うことで多くなった。
花数形成は基部から6～ 7芽以降の主芽にみられた。ガラ

ス室の育苗では露地の育苗より花穂着生が劣った。
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